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    「燧あきの会」第２回年次総会・懇親会 

 

 

 

          ２０１５年１月２４日 １６：００～２０：００ 

         於 ホテルセンチュリー２１広島 １１階 京もみじ 

 

 

 

 

 

 

後列左より 米田 55E、井上 48M、水関 47M、徳永 42E、細谷 42M、木村 59M、守屋 45E、 

             金井 59M、清水 43M、尾崎 58M、松尾 48M 

前列左より 戸田 43E、露口 48K、青野先生、得居 42M、吉川 H21Z、松下 43M 
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新居浜高専同窓会 「燧あきの会」第２回総会・懇親会    

 
 

（日時） 平成２７年１月２４日（土） １６：１５～１８：４５ 
 

   

  
（場所） ホテルセンチュリー２１広島 

   
   

         
   

  
式次第 

 
  

   

       
司会 松尾 輝樹    

 
１、 年次総会 

      
   

  
「燧会中国支部・あきの会」 

 
得居 莞治 （２０分）    

  
   ＊あきの会役員変更の承認 

   
   

  
   ＊活動報告と計画の承認 

   
   

  
   ＊来賓の紹介 

    
   

         
   

 
２、 来賓挨拶 

      
   

  
（１）「びんごの会」会長 

 
戸田 政義 （３分）    

  
   ＊出席者紹介含む 

    
   

  
（２）「燧会」会長 

  
露口 省二 （３分）    

  
   ＊出席者紹介含む 

    
   

         
   

 
３、 講話 

      
   

  
新居浜高専元教官 

 
青野 春水 （１０分）    

  
広島大学名誉教授 

    
   

         
   

 
４． 記念写真撮影 

  
松下 眞吾 （１０分）    

         
   

 
５、 懇親会 

     
（100 分）    

 
 ＊乾杯 「あきの会」副会長 

 
清水 則昭 

 
   

 
 ＊懇親会の中で各自近況報告（２～3分程度） 全員 

  
   

         
   

 
６、 新居浜高専 校歌 斉唱 

 
水関 隆也 （３分）    

         
   

         
   

 
７、 閉会の辞（三本〆） 

  
徳永 和敏 （１分）    

         
   

       
（合計 １５０分）    

         
   

    写真撮影担当：松下眞吾 43M （一部、水関・得居が撮影したものを使用しています） 
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「燧あきの会」第２回年次総会 

開会の挨拶 

                       「燧あきの会」会長 得居莞治 

 

 今日は、「燧あきの会」の２回目の総会と懇親会です。 

先ずは、万障繰り合わせの上、ここに集まって頂きました会員の皆様、ご苦労様です。 

そして、遠路駆けつけて下さいました燧会会長の露口さん、びんごの会の戸田新会長、井上

さん、細谷さん、厚く御礼申し上げます。また、中国支部顧問の青野先生には、こうした我々

の会合に馳せ参じて頂きましたこと、大変な喜びでございます。 

  

 この「燧あきの会」は、２０１３年１０月１９日に発足総会を開催し、広島地区の支部分

会として活動を開始しました。母校の有る新居浜からずいぶん離れていることも有って、こ

の地域での同窓会活動と言っても何から手を付ければ良いのか、ただ手探りの状況で、あっ

という間に１年余りが経ちました。また、本日の会合も、前回の発足総会に比して、参加者

が２６名から１７名に縮小しており、いささか寂しさも感じておる次第です。 

 

 昨年の２月に、神戸に住む私の同級生から電話が有りました。「燧会」のホームページに

紹介された「燧あきの会」の発足総会のレポートを見たのだそうです。彼曰く、“得居、青

野先生の独り占めはずるいよ！！”というのです。青野先生は、私達１年生～２年生の多感

な時期の２年間、私達のクラス担任だったのです。その場で、“広島で同級会をやろう”と

決まりました。５月に宮島の国民宿舎で青野先生に参加して貰って、１泊２日の合宿方式の

同級会を開きました。２０名が集まり、一瞬にして５０年前に戻り、実に痛快な合宿でした。 

同級会～同窓会の一部というのは、「その時」に、ある時間を共有した者達だけに与えられ

た、時空世界だと思っています。 

 

 この広島の地で、私達が活動を始めたというこの小さな一歩は、きっと大きなステップだ

ったであろうことを信じて、次の１５年度にチャレンジしていこうと思っています。今日は、

適度な人数の会合となりましたから、今後の「燧あきの会」の活動の方向づけのヒントとな

るような、そんな有意義な議論が出来る事を期待して、開会の挨拶とさせて頂きます。 

 

それでは、年次総会の議事に移ります。 
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「燧あきの会」第２回年次総会   ２０１５年１月２４日 於：ホテルセンチュリー２１広島 

                  議 事 

役員会での決議事項のうち、下記の３項目について皆様のご賛同を頂きたく思います。それぞれの項目

を説明いたしますので、ご賛同頂きましたら、挙手をお願いします。 

 

１． 会則の一部変更について 

１４年度期中において、下記２点の運営上の不合理が出て参りました。 

ついては、６月２９日の役員会で協議の結果、会則の一部を改訂し運用することに致しました。 

① 第８条、会計年度の期日を「１月１日から１２月３１日」とする件。 

発足当初は、燧会と同様に「４月１日から翌年３月３１日」としておりました。 

１５年度において、中国支部を代表する燧会理事をあきの会から送り込むことになります。（過

去２年間はびんごの会が担当し、井上さんが選任されています） 

この理事は、第４条に規定されている様に役員の中から選任されることになっています。従って、

本会の総会で報告された上で、燧会の新年度人事に合わせることがより良いであろうと考えまし

た。 

② 第４条、「期中に於ける役員の欠員時の処置」を追記の件。 

役員会の協議で、新規選任あるいは他の役員が兼務することで補充することにし、この文言を追

記しました。 

 

２． １５年度役員について 

本会の役員の任期は２年間と規定しております。 

発足総会が、２０１３年１０月１９日であったことと、上記の年度期日の変更も有って、１３年度

が殆ど準備期間に費やされたこととなりました。 

１０月２６日第８回役員会に於いて、１４年・１５年の２年間を最初の任期とすることを決めまし

た。従って、前回の発足総会にてご賛同頂きました方々に継続してお願いしております。 

但し、一部欠員が出て、１-②の規定にもとづき松下さんに会計監査担当、金井さんに会計を兼務し

て貰っています。また、松下さんには４月以降燧会理事としての任に就いて頂きます。 

 

３．１３年・１４年度会計報告と１５年度活動計画について 

活動計画・実績の概要は添付資料の通りです。 

１５年度の計画は、都度役員会等で煮詰めて参りますが、皆さんのご意見をメイル連絡頂くと幸い

です。 

会計報告を金井さんから、またその監査を松下さんからお願いします。 

  尚、１５年度の活動予算は添付の予算書(案)の通りです。 

 

以上を持ちまして、総会での議事を終わります。 
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                      「 燧あきの会 」会則 

                                              

第一章 総  則 

第１条 

本会は、「燧あきの会」と称し、新居浜高専同窓会である「燧会」の中国支部広島県西部地区の分会とい

う位置づけとし、事務所を会長宅とする。 

 

第２条 

本会は、当該地区の燧会会員相互の交流と親和を図り、他地区分会、中国支部及び本部と連携し、もっ

て燧会の活性化に寄与することを目的とする。 

 

第二章 会  員 

第３条   

本会は、次の会員をもって組織する。 

新居浜工業高等専門学校の卒業生及び在学した者で、広島市及びその周辺地域に在住もしくは勤務して

いる者。 

 

第三章 役  員 

第４条 

本会には次の役員を置く。 

一 会長       （１名） 本会を統括し、燧会本部・支部と連携する。 

                本会の活動及び運営の為、適宜役員会を招集する。 

二 副会長      （２名） 会長を補佐する 

三 企業担当幹事   （２名） 現役世代として、異業種交流を中心に会務を遂行する。 

四 会計監査担当幹事 （１名） 会計を監査する。 

五 会計担当幹事   （１名） 会計を担当する。 

六 庶務担当幹事   （１名） 会の運営及び事務全般を担当する。 

七 顧問       （１名） 会長が他地区分会と協議の上、役員経験者及び新居浜高専教職員経

験者の中から中国支部顧問を委嘱し、本会においても会長の諮問に

応ずる。 

八 相談役      （１名） 会長が指名し、適宜本会運営の助言を行う。 

九 燧会理事     （１名） １期(２年)毎の輪番制で、各地区分会が選任し、中国支部を代表して 

                燧会本部との調整を行う。 

                本会の担当年度においては、上記役員の中から役員会にて選任する。 

役員は、会員相互の推薦により選出し、任期は２年とする。 但し、再任は妨げない。 

また、期中に於いて欠員が出た場合には、役員会の協議で新規選任あるいは他の役員が兼務することで

補充するものとし、その任期は前任者の残り期間とする。 
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第四章 事業活動 

 

第５条 

本会は、原則年１回の総会・懇親会を行う。 

 

第６条 

適宜、役員会・懇親会を開催する。 

これ等の開催案内は、会員及び他地区分会にメール通知し、自由な参加を促すとともに、相互交流の場

を提供するものとする。 他支部等の燧会会員に対してもオープンとし、ビジターの参加を歓迎する。 

 

第五章 会 計 

第７条  

本会の運営は、燧会本部よりの交付金（当初２年間）、寄付金及び年会費等の収入をもって充てる。 

年会費は１，０００円とし、毎年１２月末までに別途指示する方法にて納付するものとする。 

 

第８条 

本会の会計年度の期日は１月１日から１２月３１日までとする。 

 

第六章 雑 則 

第９条 

本会則の変更は、役員会で決議し、会員の賛同を得るものとする。 

 

 

附則  

この会則は２０１３年１０月１９日から施行する。       ：施行 

 

＜改定経緯の記録＞ 

 改定-0 ２０１３年１０月１９日 発足総会に於いて。参加者全員に承認された。 

 改定-1 ２０１４年０６月２９日 役員会に於いて、会計年度の期日変更及び役員欠員の対処方法を決

めた。 
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総会の議案討議の状況 

 

  

本日の進行担当は急遽松尾さんに             議案説明する得居会長 

            

              金井さんの会計報告 

 

来賓の祝辞 

      

「びんごの会」から戸田新会長、井上さん、細谷前会長が馳せ参じてくれました。 
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「燧会」露口会長に参列して頂き、祝辞と共に同窓会の近況報告をして頂きました。 

会の運営・活動の指針など、これからあきの会を活性化していく為のヒントを貰った次第です。 

 

青野先生の談話 

 

      

                 「歴史」の授業風景 

 

今年は参加者の人数が少し減り、会場も狭くなったことも有って、懇親会はそれぞれがゆったりと膝

を突き合わせた会話が出来る事を期待しておりました。青野先生にも、“１０分間”という短い談話をお

願いして、歓談の時間をとっておりました。 

司会者の“椅子にかけてお話下さい”と勧めるにもかかわらず、“立っておる方が話がし易い”と矍鑠

とした姿勢で、語りが始まりました。一瞬にして、５０年前の「歴史」の授業にタイムスリップでした。 
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今回の授業は少し趣が異なり、ご専門の「歴史」から少し離れた「自分史」の話題でした。先生個人

の「歴史」はきっと、膨大なページ数の本に纏めても、とても書ききれないものであろうと察しますが、

その内のごく僅かの、１ページの紹介だったと思います。 

“私は、落ちこぼれ人間です”の一言から始まった先生のお話は、愛媛県越智郡玉川村を出て、この

広島の地に来たいきさつからでした。終戦直後の学制の大変化で、新制の広島大学というものが出来る

という時でした。教師になりたいという本人の志望を知っていた伯父さんの“春水、お前は広島に行け”

の一言で広島大学の受験が決まったとか。何の事かもよく分からないまま、友人と二人で国鉄の仁堀航

路（仁方/堀江）に乗って広島へ受験にこられたそうです。宿の手配もしておらず、そのまま遅い時間に

受験会場の下見に行ったという。きっと、そこに泊まろうと考えていたのでしょうね。 

不審がった守衛が詰問している間に、いかに口説いたのか、この守衛の家に泊めて貰って、数日の試

験を受けたという。守衛の立場で推察するに、学問を志した当時の学生達には、なにか世間を超越した

オーラの様な物が有ったのではなかろうか。ただ“良き時代だった”だけとは言えませんね。 

 広島高等師範学校の流れの有る広島大学教育学部で、化学の教師になるとの志で広島にきたものの、

先ず“化学実験”というものに挫折したのだそうです。１年半後に、一大決心をして「転科」を申し出

て、人文科学の分野に進んだとか。漢文ではなく、江戸時代の草書が読める様になる為に、必死で勉強

されたそうです。なんせ、他の学生から１年半の出遅れのハンディキャップが有るのですから・・・。 

 卒業論文は、自分が納得して論ずるために、江戸時代の古文書を調べつくして書き上げて提出したそ

うです。それを読んだ担任教授が、“独自の視点からの論点だ”とその出来具合に感嘆し、己斐（西広島

駅近く）の店で、祝杯をあげてくれたそうです。その夜は、相当の深酒となって、翌日の昼前に下宿の

寝床で目が覚めるまで、何が有ったのか覚えていない程だったという。 

 青野先生は“私は、落ちこぼれ人間です”とおっしゃるが、いや“先生は、起き上がり小法師だった

のです”と言いたいですね。 

 先生の、学問の世界でのエピソードなども拝聴したいところでしたが、限られた時間で、この続きは

次回に持ち越すことにお願いしました。 

 

記念写真 

 

集合写真は、表紙に載せました。 

まだ、アルコールの入っていない、素顔の面々です。 
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懇親会 

 

青野先生から貰ったハガキの礼状に“今度は全員一人一人とお話が出来ました”と書かれていた通り、

適度な人数で、それぞれ多様な話題に、じっくりと懇談できたと思います。 

懇談の雰囲気が伝わるショットを選んで見ました。 

 

      

          「燧あきの会」副会長 清水則昭さんの発声で、乾杯！！ 

  

   左より、今回初参加の木村さん、尾崎さんのお二人、そして守屋さん 
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             青野先生、徳永さん、水関さん 

    

      米田さんは岡山県に転勤されましたが、総会に馳せ参じてくれました 

    

守屋さんと新びんごの会会長戸田さん 中国支部立ち上げ時のご苦労話？ 
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    青野先生と２M の同級生、松下さんと清水さん 

  

       米田さん 清水さん 吉川さん 

  

ボディ開発に取り組んでいる木村さん ３度目のｶｰｵﾌﾞｻﾞｲﾔｰに挑戦中との熱弁でした 
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校歌の斉唱 

前回と同様に、水関さんが校歌の CD を用意してくれていたのですが、会場のプレーヤーの調子が悪

くて使えないという事態に・・・。 

この突発の出来事に、さりげなくイントロを始めてリードしてくれたのが、今日の司会役松尾さんで

した。きっちりと歌えて、よかった よかった。同窓生に、こんな美声の人が居てくれて、みんな幸せ

です。 

 

                  校歌斉唱 

 ちなみに、今日の司会役は守屋さんでした。守屋さんが風邪気味で声が出ないということで、この会

場に来てから急遽松尾さんに代役をお願いした次第です。「あきの会」も多士済々ですね。 

 

閉会 

 徳永さんの一本締めで散会となりました。 

 

予定時間を１時間１５分もオーバーして、実に愉快な会合が終わりました。 

予定していた全員の２~３分間スピーチも割愛してしまい、新参加者と松下さんだけでした。役員会・懇

親会などにも案内を出しますので、ぜひ参加して近況報告下さい。 

皆さん、健康に留意して、来年も正月明けのこの時期に、元気に集合しましょう。 

 

                              ２０１５年１月３０日 

                               得居莞治（42M）記 


